





Program Development with a Focus on Relationships:
Effectiveness of the Teaching Material“Egg Stands？”
TAKAHASHI Kazuko
Abstract 
　"Mind-body awareness" is a developmental educational activity to experience health maintenance 
and health improvement. Among them, the teaching material "Egg stands?" With an emphasis on 
"relationship" was conducted for 205 students in COVIT-19. Classes were conducted online or face-to-
face, depending on the subject. We took the method of metric text analysis of students' free writing. 
The purpose was to explore the effectiveness of the teaching materials through their commonalities 
and differences. As a result, this teaching material is an opportunity to challenge oneself by making 
people aware of the individuality of the egg (person) regardless of grade, qualification, and teaching 
method, and the power to change what you feel while experiencing without giving up. Is thought 
to have produced. In addition, we were able to verify its effectiveness as a teaching material that 
makes us think about our involvement in nursing and the sense of accomplishment in education. The 
experience of mobilizing physical sensations established independent and interactive learning even 
in group work. Since face-to-face lessons are more physical than online lessons, it can be inferred that 
dialogue with others changed one's own perspective and way of thinking, leading to deep learning.
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塾共同調査（国公私立 768 大学対象 ,85% 回





視力低下 , 頭痛 , 肩こり）」等が問題視されて
いる。また、立教大学経営学部「オンライン
授業に関する学生意識調査」（2020 年度 1 年












前からアクティブラーニング 4）, 註 2 を推奨し、









awareness) の約 100 ある教材（図１）6.7）か
ら選択した。
 
教材は「卵は立つ？」8,9）, 註 3 と「自然探索」



























































































































２年　  　 33 35・48* 116
３年 34 30* 64
４年 25 25





































意見を紹介した。このやり方は 3 週目から 14
週目まで同様に行った。単元計画註５の第 7 週
で「卵は立つ？」を行った。
図２　｢ 卵は立つ？ ｣ 対面授業の様子 図３　｢ 卵は立つ？ ｣ online 授業の様子
― 51 ―
スポーツと人間　第5巻　第1号（2021年） かかわりを重視したプログラム開発 －教材「卵は立つ？」の有効性－























































データとし、KH Coder Ver.3 を用い計量テ
キスト分析を行った。分析の手順は次の通り
である。
2.1  KH Coder による計量テキスト分析
2.1.1  前処理
KH Coder の分析において、エラーの原因





















































SSU の 2 ～ 4 年生 92 名と看護学生 2･3 年









































データ 全員205名 SSU 92名 看護学生113名
総抽出語数(使用) 46,473 (17,436) 14,074 (5,243)  32,448 (12,196) 
異なり語数   2,310 ( 1,923)  1,173 (  911)   1,968 ( 1,637)
文書の単純集計:文  1,596     502   1,095























2-3 授業方法による特徴的な抽出語 ( 図 4-3)
授業方法（online・対面）の違いを分析し
た結果、共通に用いられた語は、「卵」「立つ」


































































それらは、「1 看護関係」「2 挑戦」「3 卵は













































































































































1. 本研究の一部は 2018 ～ 2020 年度科学研






（コメントシート , 小テスト , 小レポート ,
振り返りシート,宿題）、②生徒参加型（議論,
発表などの言語活動 , 体験学習 , 反転授業）、
③生徒主導型（協同学習 , 調べ学習 , ディ
ベート , 課題解決学習 , プロジェクト学習 ,












































（国分寺跡 , 府八幡 , 鶴ケ池 , 田原交流セン























7 週目 体験学習「卵は立つ ?」 を各自行った
















10 週目　映像視聴 ( 球技 : ゴール型バスケ ,
サッカー , ネット型 : バレーボール , ベース
ボール型 : ソフトボール ) 、単元計画と本
時の学習指導案の書き方、4 年生は教採模
試、BR（学習指導案の書き方）
11 週目　映像視聴 ( 武道 : 木村昌彦教授の柔
道指導 , ダンス : 男性指導者の中学校実践 )、
模範模擬授業（導入教材 5 分間）、BR（本
時の指導案の書き方と導入教材）
















7. Jaccard 係数は 2 つの集合体の類似度を表
















学 生 意 識 調 査 」(2020.9.1 取 得 ).https://
www.excite.co.jp/news/article/Itmedia_
news_20200904127/
4) 溝上慎一 , アクティブラーニングと教授学
習パラダイムの転換 , 東信堂 ,2014
5) 樋口修資 ･ 野川孝三 , いまさら聞けない！
日本の教育制度 , 武久出版 ,2020,pp67-71
6) 久保健 ･ 髙橋和子他 ,「からだ」を生きる ,
創文企画 ,2000,p103
7) 髙橋和子 , からだ：気づき学びの人間学 ,
晃洋書房 ,2004,p v,322
8) 野口三千三 , 原初生命体としての人間 , 三
笠書房 ,1972
9) 樋口敬二編 ･ 中谷宇吉郎 , 中谷宇吉郎随筆
集 , 岩波文庫 ,1988
10) 文部省 , 中学校学習指導要領（平成 10 年
3 月告示）,1988,p85
11) 文部科学省 , 中学校学習指導要領（平成
20 年 3 月告示）,2008
12) 文部科学省 , 中学校学習指導要領（平成
29 年 3 月告示）,2017
13) 文部省 , 中央教育審議会答申 ,1988
14) 髙橋和子 , 自己を肯定して生きる , 教文
研だより 145 号 , 神奈川県教育文化研究
所 ,2011
15) リアセック , 静岡産業大学ジェネリック
スキル測定テスト ,PROG 全体傾向報告
書 ,2020
16) 樋口耕一 . 社会調査の為の計算テキスト分
析 . ナカニシ出版 .2015
17) 樋口耕一 .KH Coder3. リファレンス・マ
ニュアル (2019 年 10 月 1 日取得 )
